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研究成果の概要： 

神経の損傷部位より末梢側の側面に他の神経を端側縫合付加することによる機能回復促進効

果をラット坐骨神経モデルを用いて検討した。モデルとして、右の坐骨神経を切断し、端端縫

合にて修復したⅠ群と右の坐骨神経切断後の神経端端縫合に加え、更に左側の坐骨神経を右の

坐骨神経に端側縫合付加したⅡ群を用意し、術後 3ヵ月後に機能回復の程度を比較、調査した。

結果、端端縫合部より末梢側に他の神経を端側縫合付加することで、その支配筋ならびに知覚

の回復が促進された。そして、神経端側縫合付加したⅡ群の方が端側縫合部より末梢側におい

て神経再生が促進されていた。また神経端側縫合付加したⅡ群において目的の筋組織は両側の

坐骨神経により二重支配されていた。神経端側縫合付加することで支配組織の機能回復が促進

された理由として、支配組織への再生軸索数の増加や支配組織への早期からの神経再支配によ

る筋組織の萎縮の軽減が考えられた。このことから末梢神経損傷後の支配組織の機能回復を促

進する方法として別の神経を用いた神経端側縫合付加は有用であると思われた。 
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１．研究開始当初の背景 

外傷や腫瘍切除に伴う末梢神経損傷後の

機能回復において必ずしも良好な結果が得

られるわけではない。形成外科領域において

は顔面神経損傷や欠損に対し神経再建をす

るが、術後に左右対称の表情を得ることは難

しい。顔面部は日常生活での身体の一番の露

出部であるため、変形が生じると患者の心理

的な負担が大きい。また、閉瞼の障害による

角膜の損傷、頬部口角の下垂による流涎、摂

食障害、発声障害など機能障害を起こす。患

者にとってはQOLの大きな低下へとつながる。

また、末梢神経が損傷を受け、その再生に長

い期間を要した場合、支配筋の萎縮が問題と

なる。顔面神経において中枢側で損傷を受け

た場合にしばしばこの問題が生じる。この原

因として、筋組織が長期間にわたり脱神経さ

れた状態が継続することで筋組織に不可逆

的な変性が起きるためと報告されている。顔

面神経の損傷後の再建においてはより確実

な回復が重要である。そのため、末梢神経損

傷後の新たな神経再建方法を検討する必要

がある。 

 

２．研究の目的 

 末梢神経が中枢側で損傷を受ける場合は

目的組織に早期に十分な数の神経軸索を到

達させることが機能回復を促進する一つの

方法と思われる。そこで、末梢神経が中枢側

で損傷を受け、支配組織の神経再生に長期間

を要する場合に、神経の損傷部位より末梢側

の側面に他の末梢神経を端側縫合付加する

ことで目的とする組織に早期からの神経再

支配を誘導し、再生する神経軸索数を増加さ

せることで目的組織の機能回復を促進でき

るかどうかを本研究において検討した。 

 

３．研究の方法 

 8 週齢、雄の SD ラットを用いた。全ての

ラットにおいて左側の坐骨神経を脛骨神経、

腓骨神経の分岐部付近で切断し、末梢側から

坐骨結節付近まで神経を一塊に剥離、挙上し、

神経の末梢断端を背部の皮下トンネルを通

して右側に移行した。次に、右側の坐骨神経

を坐骨結節付近で切断した後に端端縫合を

行った。Ⅰ群においては左側の坐骨神経は皮

下トンネル内に留置したままとし、Ⅱ群にお

いては右側坐骨神経の端端縫合部より約

20mm 末梢の神経側面に左側からの坐骨神経

末梢断端を端側縫合した。術後の機能回復の

評価として術後5日毎の右側足背部の知覚検

査及び術後 90 日後の坐骨神経刺激による右

側腓腹筋の筋収縮力、重量の測定を施行した。

また神経再生の評価として術後 90 日後の電

気生理学的検査、神経断面の組織形態学評価、

逆行性神経トレーサー（True Blue、Diamidino 

yellow）の注入による評価を施行し、各群に

おいて比較、検討した。 

  

４．研究成果 

 知覚検査において術後 30 日以降でⅡ群が

Ⅰ群に比較して有意に優れた知覚回復を示

した。術後90日後の右側腓腹筋の筋収縮力、

筋重量においてⅡ群がⅠ群に比較して有意

に優れた回復を示した。また電気生理学的検

査、神経断面の組織形態学的評価においても

Ⅱ群がⅠ群に比較して有意に優れた神経再

生を示した。電気生理学的評価及び逆行性神

経トレーサーの結果からⅡ群における右側

の腓腹筋は両側の坐骨神経によって二重支

配されていることが確認された。神経端側縫

合付加をした群がしていない群と比べ有意

に機能回復していた理由として、支配組織へ

の神経再生の促進効果によるものが考えら

れるが、端側縫合に用いた神経からの早期の

神経再支配による筋体の萎縮の軽減も関与

していると思われた。本法は、末梢神経損傷

後に神経再生が困難と思われる症例におい

てよい適応になると思われ、極めて有用な方

法と考えられた。 
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